
図書館員から読書のすすめ
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　図書館を訪れるみなさまの“知りたい”“読みたい”という思いは、千差万別です。宮城県図書館では、
その一つひとつに応えていくために県内市町立図書館や公民館図書室と連携しながら、県内全域に向けた
図書館サービスを展開しています。今回は、本誌28号「図書館のお仕事」の第2回目として、県域を結ぶ
図書館ネットワークについてご紹介します。

県図 …… 一部の県民の間で使われる
　　 “宮城県図書館”の略称「県図」。
　　 県図の話題をご紹介します。図書館のお仕事

その2 県域の図書館を結ぶ
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東松島市図書館 館 長　浅野 健一シリーズ第25回 
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　東松島市図書館は、昭和30年5月に矢本町立図書館として設置さ
れ、現在の図書館は平成5年6月に移転新築しました。
平成17年4月には、矢本町と鳴瀬町が合併し東松島市となり、名称
が東松島市図書館に変更されました。人口は4万4千人、市内の学
校も14校になり図書館のサービス範囲が拡大し充実も望まれています
が、小・中学校とも連携し読書の推進を図っています。
　合併を機会に、地域の生涯学習の拠点であります市内5つの公民
館とネットワークを結び、図書の検索・利用状況・予約等が双方で確
認できるようになり、利用者からも喜ばれています。
職員・ボランティアによる週2回のおはなし会、環境に優しいEM石け
ん作り、しゃぼん玉＆スライムで遊ぼう！、防災ブックバック作り教室など
の各種講座や行事を行っています。中でも毎年10月の図書館まつり
には、大勢の人が訪れて大変賑わっています。

　今後も利用者のニーズに応えられるよう限られた予算、人員の中で
創意・工夫をしながら、気軽に利用してもらえる親しみある図書館を目
指し、職員一同努力して参ります。

　寒い中にも少しずつ春の気配を感じるようになってきました。
私は自転車に乗るのが大好きです。
　桜吹雪舞う春の朝、蝉しぐれ降りしきる夏の夕暮れ、木枯らし
吹く晩秋、そして雪から逃れるように差し込む冬の日差しの中・・・
四季折々、それぞれ楽しみは違いますが自転車に乗っていると色々
なことを目にし、また感じることができます。

道端の小さな花やそれに集まる虫たち。
川べりでみかける小鳥たち。
坂道を登り切って見える、まるで絵画のような一瞬の絶景。
自分の心臓の鼓動と風を切る音、それに絡むヒグラシの声の絶
妙なセッション・・・
　そして、何故？と感じることもたくさんあります。
倒木だらけの杉林。
人目に付かないところに山積される不法投棄物たち。
お年を召した方たちばかりが働いている田畑の姿。
車ばかりで人が歩いていない町の風景・・・
　

自転車に乗っていて見つけた　そんな『何故？』や『感じたこと』を
基準に本を選んでみました。ものすごく雑多な選択ですので気に
なった本が一冊でもあれば幸いです。
　自転車に乗っていると、毎年確実に衰えていく体力を痛感しな
がら、情熱をもって長く一事にあたる人への憧れがより強くなっ
ていきます。
　子供のころと変わらぬ生き物を目にしたり、いつも何気なく見
過ごしていたものが全く違って見えたりすることに驚きを覚えた
りします。
　そして、自分の好奇心だけは子供のころとあまり変わらないこ
とをうれしく思ったりもします。

さあ、今日はどこへ行こうか!!
　みなさんも外へ出てみませんか？

●蔵書冊数 ： 121,010冊（平成19年度末）
●貸出冊数 ： 237,589冊（平成19年度実績）
●開館時間 ： 9:00～17:00（火･水･金）
　　　　　　9:00～19:00（木）
　　　　　　9:00～16:00（土･日）
●休 館 日 ： 毎週月曜日、祝日
　　　　　　（祝日が月曜日の時はその翌日）、
　　　　　　毎月最終金曜日、年末年始、
　　　　　　特別整理期間（2月）
●交　　通 ： JR矢本駅から徒歩15分

東松島市図書館

住所 ： 〒981-0503  宮城県東松島市矢本字大溜1-1
TEL ： 0225-82-1120　FAX ： 0225-82-1121
ホームページ ： http://library.city.higashimatsushima.miyagi.jp/docshp/
メールアドレス ： tosyokan@city.higashimatsushima.miyagi.jp

春が来たら外へ出よう！！春が来たら外へ出よう！！
～自転車に乗っていて感じたことから選んだ本たち～

　平成21年1月29日(木）～2月11日(水）まで、特別整理期
間として休館し、蔵書点検を行いました。“図書館資料の棚卸し”
ともいえるのが蔵書点検で、資料に貼っているバーコードを専用
の機械で一点一点読み込んでいきます。読み込んだデータで資料
の状態を把握し、また目視によって修理が必要な資料を見分けま
す。ほかにも書架の清掃など、職員が総出で蔵書点検に取り組み
ました。
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　宮城県には現在、36の市町村がありますが、そのうち図書館を設
置しているのは21市町です。1市町につき図書館1館というところ
がほとんどですが、中には加美町の中新田図書館と小野田図書館、登
米市の迫図書館と登米図書館などのように、ひとつの自治体の中で2
館体制をとるところもあります。あるいは、石巻市や気仙沼市などの
ように、本館̶分館体制をとるところもあります。いずれも、市町合

併を機に図書館のあり方を整備し直したものです。
　一方で、図書館を設置していない町村では、公民館図書室が住民の
読書施設の働きを担っています。おはなし会や展示会など、活発に住
民サービスを展開している公民館図書室もあります。
　本館では、県域の図書館や公民館図書室（以下「図書館」と総称する）
を結び、県民の皆様により身近に感じられる図書館サービスを提供す
るために、図書館資料と職員を結ぶネットワークを構築しています。

　読みたい本や情報が身
近な図書館で見つかれば
よいのですが、そうでな
い場合には、お住まいの
地域にある図書館を通し
て、他の図書館の資料を
取り寄せ、利用すること
ができます。
　本館が所蔵する資料に
対しても、取り寄せ依頼
が毎日のように舞い込み
ます。依頼を受け付けた
資料は、各図書館ごとに
まとめて梱包し、毎週1回宅配便で発送しています。
また、他館同士で貸借される資料についても、本館

経由により一括で梱包・発送し
ています。多い時には、一度に
発送する資料の数が100点を
超えることもあります。
　県域のどこに住む方であって
も図書館の資料を利用できるた
めに、物流のネットワークを一
元化し、より円滑に維持するこ
とを目指しています。

　資料と職員のネットワークを
強力にバックアップしているの
が、「宮城県図書館情報ネット
ワーク」（以下、略称「MY-NET」

（マイネット）という）です。MY-NETは、参加登録している図書館だけが利
用できるオンラインシステムです。蔵書の横断検索や、他の図書館に対する
資料取り寄せの依頼を行うことができるの
で、図書館間における資料利用の情報を一
元的に管理することができます。また、利
用者からのレファレンスについて、自館で
所蔵する資料だけでは回答が難しい場合、
他の図書館で所蔵する資料について照会を
かけることもできます。
　MY-NETは、県域の図書館の結びつきを
より円滑で効率的なものとするのになくて
はならない、情報のネットワークです。

■もっと近くで
　利用できます―　

■より迅速に、
　　効率よく―

　図書館では、数多くの資料
を収集・保存していますが、
資料を探しやすいように整理
したり、情報を探す方のお手
伝いをするためには、図書館
職員による日々の工夫や努力
が欠かせません。本館では、
図書館職員を対象として、破
損した資料を修理する実技を
行ったり、調べものに役立つ
資料（レファレンスツール）
について学ぶなど、専門的な
研修会を主催しています。ま

た、年に2回は各図書館を巡回して、
各図書館の現状や困っていることな
どの情報を交換しています。
　職員がお互いに学びあい、情報を共有することで、県域
全体の図書館サービスの向上を目指しています。

■図書館サービス向上のために―

●宮城県内の図書館事情

図書館職員の
ネットワーク

情報の
ネットワーク

物流の
ネットワーク

Delivery

『華麗なる双輪主義  スタイルのある自転車生活』
小池一介著　東京書籍　2006年　536.86/2006.5

『日本の鳥　2003　写真集』
バーダー編集部編   文一総合出版   2004年   748/ニホ2004.5

『野にいます　内田新哉画集』
内田新哉著　サンリオ　1998年　726.5/ウシ1998.8
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朝の打合せ。全職員が集まって、
点検作業の確認をします

資料の中に貼りこんであるバーコ
ードも、全て読み込みます

バーコードの読み込み作業と並行
して、資料の修理も行います

点検後は、書架の乱れを整えて、
開館に備えます

MY-NET（宮城県図書館情報ネットワーク）

多賀城市立図書館を会場として
行ったレファレンス研修会

「点字に挑戦！」演習の様子

依頼された資料かどうか
確認しながら、梱包します。

梱包した資料は、県域の
図書館へ向けて運ばれます。

蔵書点検

企画協力班　 曽根　晃


